
一般社団法人　わ・Wa・わ　

2019年度　　そいる小郡　利用者評価・自己評価

そいる小郡ご利用の皆様

多くのご回答ありがとうございました。スタッフの自己評価をあわせ、報告させていただきます。

アンケート内容に限らずお気づきのことがありましたら、いつでもお声かけください。

2019年11月に在籍していた児童を対象にアンケートにご協力いただきました。

回答数は、児童発達支援10件と放課後等デイサービス29件でした。

2つの事業の類似した設問は回答を併記して比較していただけるようにしています。

左側：児童発達支援、右側：放課後等デイサービス（白枠で囲んでます）です。

※児童発達支援は「児発」、放課後等デイサービスは「放デイ」と略して記載しております。





（児童発達支援利用者からのご意見）

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

そスペースに関しては児発の子どもさん時には特に課題を感じておりませんが、放デイでは子どもさん体の大

きさや活動量によっては狭いと感じることがあります。その日の子どもさんの顔ぶれ、その時々の子どもさん

のコンディションによって、スペースの分離や屋外活動などを取り入れるような工夫していきます。

シャワーパンを撤去し、個別に関わるスペースが少し広がりましたが、トイレがバリアフリーでない点につ

いては、賃貸物件でもあり、継続的な課題となります。申し訳ありません。

2019年11月から念願だった常勤スタッフ（障がい分野経験者）を増員する事ができ、体制を継続できてい

る次第です。

今後も活動や関わり方、遊具や設備などは、子どもたちの活動する姿を想像しながらアイデアを出し合って充

実させてまいりますが、子どもたちや保護者からの（具体化可能な範囲での）奇抜なご意見をお待ちしておりま

す。

※参考：現実的でない行政基準ですが、基準はもちろんクリアしております。

・子ども一人あたりのプレイルームの広さ（基準は2.47㎡以上、そいる小郡は4.47㎡）

・子ども10人に対しスタッフの人員配置（基準は2人、そいる小郡は4.1人）

（そいる小郡からの返答）







（児童発達支援利用者からのご意見）

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

子どもたちのその時々のコンディションで活動を切り替えつつ、焦点化できる事がそいる小郡の強みです。

突然の活動変更や外出等々色々とご迷惑をおかけしているかと思います。プログラムありきでなく、子ども

たちありきでこれからも進めますので、お付き合いください。子どもさんがそれぞれに満喫できることが必要だ

ともってます。子どもたちがその時々で楽しみたいこと、楽しめることは変わりますので、決まったプログラム

や細かなプログラムにとらわれないようにしております。特に放デイではその点が大切ですね。

保育園や地域での交流に関しては、回答がばらつきましたが、そいる小郡ではそのような交流の場を積極的

に持つことは考えておりません（実際に保育所や幼稚園、学校で存分に、もしくは過度におともだちとの関わり

を経験してきています）。したがって、近隣の子どもたちとの場所の交流の機会は偶発的に起こった場合には進

めますし、応援します。

大人の意向は参考までに伺いますが、子ども自身がどうしたいかを探りながら関わります。

子どもさん自身の意見等がご自宅で聞ける機会があれば、是非毎月のお便りで返信お願いします。

（そいる小郡からの返答）









（児童発達支援利用者からのご意見）

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

（そいる小郡からの返答）

アンケートへの回答やコメントからは心強いお言葉ありがとうございます。

2019年は、近隣の保護者（お父さん）にお集まりいただく機会を設けてみました。その後企画できていません

が、お父様方同士が話す機会がもっと増えるといいなぁとも思います。場所は提供いたしますので、どなた

か･･･企画をお願いします。

日々の相談については、電話やメール、直接面談、雑談などできる限り多くの手段で対応するように心がけて

おりますが、相談や連絡に関しては相互に満足することが必要です。お話させていただく際には、できるだけ真

摯に対応しつつ、わかりやすく、面白く、保護者が重く受け止めすぎないように返答するように心がけてはいま

すが、適切であったかどうかはいつも心配してます。「自分たちはやっているつもりだけど、答えられているの

だろうか･･･」という気持ちは消えないものです。保護者にタイムリーにお話ができているかどうかは、是非ご

意見等を頂ければと存じます。

児童発達支援においては、保護者の送迎が多いという事もあって相談の機会がありますが、放課後等デイサー

ビスにおいては事業所にきていただく機会が少ないですね。是非、いつでも（できれば事前に連絡を頂くと有難

いです）お越しください。マッサージチェアも利用していただき日頃の疲れを癒やしたついでにお話でもOKです。

「スッキリした！」「また頑張ろう！と思う」といっていただける時間になれば私どももホッとします。

毎月のご意見用紙には、疑問や意見、うれしかった出来事、悲しかった出来事、笑い話、子育て奮闘記等々たく

さん寄せて頂いています。とても有難いです。忌憚のない意見として発信して頂き、一緒に子どもさんの育ちを見

守る一員にして頂ければ幸いです。

個人情報に関してですが、学校の先生や他の事業所の方々と子どもさんの情報共有は日常的に必要です。もちろ

ん注意を払っておりますが、できるならば特別に守秘が必要なことに関して確認や申し出を頂き、通常の生活では

学校や事業所間の連絡をさせて頂くと有難いなぁと思います。



（児童発達支援利用者からのご意見）

特にご意見はありませんでした。

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）



（そいる小郡からの返答）

率直なコメントと回答ありがとうございます。避難訓練に関しては、一般的にイメージするような訓練はお

こなっておりません。災害時に必要なこととしては、子どもは頭を隠したり抱っこしたときに怖がらないでい

てくれること。スタッフは災害時や緊急時ほど落ち着いて行動できること、大声をあげないで誘導できること、

穏やかに冷静に誘導できること、先を見越して（気が散らない様に）誘導できること、不安にさせないことと

考えてます。

緊急時に混乱をきたすほどの人数でもスタッフ数でもないため、スタッフ間の確認程度で終わっています。

緊急時等の対応・対処については年に一度お手紙でご連絡させていただいております。必ずご一読ください。

メールやライン等で居場所と「無事」もしくは「助けて」だけをおくって頂ければ、何らかの動きを起こせま

す。小郡市の関係者は協力し合って対応ができるように心がけていると思います。

経験上ですが、命の危険を回避することと同じぐらい、「怖い」経験の記憶を残存させないことです。

やたらと元気なスタッフが、穏やかな声で静かに振る舞えるかどうかが避難や緊急時の最大の課題です。



（児童発達支援利用者からのご意見）

（放課後等デイサービス利用者からのご意見 その①）

先生がいてくれたらいいなと思っています。



そいる小郡より

いつもいつもご理解とご協力をいただき、本当にありがとうございます。

これからも、安心してこれる場所、気軽に寄れる場所、ほっこりできる場所、それに加えて子どもた

ちの変化をしっかりとみつめれる場所を目指したいと思います。

アンケートへのご協力ありがとうございました。

今後ともよろしくお願いします。

２０２０年３月１日

一般社団法人 わ・Wa・わ

そいる小郡 スタッフ一同

（放課後等デイサービス利用者からのご意見 その②）

思春期に


